
                           

         
 

赤
城
神
社
で
は
、
前
橋
市
指
定
重

要
文
化
財
の
太
々
神
楽
が
保
存
会
に

よ
り
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
歴
史
は
、
約
330
年
前
の
貞

じ
ょ
う

享
き
ょ
う

元
年
（
一
六
八
四
年
）
徳
川
5
代
将

軍
綱
吉
公
の
時
代
に
京
都
よ
り
伝
え

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
座
名

は
神
招
舞
（
か
み
ま
ね
き
の
ま
い
）

か
ら
始
ま
り
住
吉
ノ
舞
（
す
み
よ
し

の
ま
い
）
ま
で
、
独
特
の
名
称
で
よ

ば
れ
て
い
ま
す
。
古
く
は
２４
座
が
奉

納
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
５
月
５
日

の
例
大
祭
で
１２
座
、
元
日
の
歳
旦
祭

に
５
座
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

     

      

興
味
の
あ
る
方
は
５
月
５
日
、
新 

 

緑
が
美
し
い
赤
城
神
社
に
神
楽
を

観
に
お
出
か
け
に
な
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
保
存
会
で

は
会
員
が
年
々
減
少
し
、
次
世
代
に

伝
え
る
こ
と
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
神
楽
師
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

連
絡
先 

 

赤
城
神
社
太
々
神
楽
保
存
会 

 

募
集
担
当
者
電
話 

 
 
 
 

杉
下 

２
８
３-

６
９
３
０ 

 

 

 

鼻
毛
石
町
の
八
幡
神
社
（
北
爪
達

也
宮
司
）
で
は
、
平
成
２８
年
よ
り
秋

の
例
大
祭
に
て
巫
女
に
よ
る
神
楽
舞

の
奉
納
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
巫
女
に
よ
る
神
楽
は
、
地
区

に
伝
わ
る
伝
統
行
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
古
く
か
ら
神
を
祭
る
時
に
奏

で
る
舞
楽
で
、
そ
の
起
源
は
天
照
大

御
神
の
「
岩
戸
隠
れ
」
の
神
話
に
も

遡
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

八
幡
神
社
で
は
巫
女
神
楽
と
し
て

明
治
以
降
つ
く
ら
れ
た
「
豊
栄
の
舞
」

と
「
浦
安
の
舞
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

扇
や
鈴
を
持
っ
た
優
雅
で
大
変
美
し

い
舞
で
す
。 

北
爪
宮
司
の
話
で
は
、
粕
川
町
の

御
霊
神
社
で
は
子
供
た
ち
が
巫
女
舞

を
披
露
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
後
、

後
継
者
と
し
て
興
味
の
あ
る
子
供
達

に
も
教
え
て
行
き
た
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

 
 

お
問
い
合
わ
せ
先 

北
爪
宮
司 

電
話
２
８
３-

６
４
０
１ 

       

 

   

大
前
田
町
の
獅
子
舞
は
、
江
戸
時

代
の
初
期
の
頃
か
ら
今
日
ま
で
約

400
年
間
、
大
前
田
諏
訪
神
社
に
伝
承

さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
現
在
前
橋
市

の
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。 

 

獅
子
舞
の
起
源
は
、
そ
の
昔
、
信

濃
の
国
（
長
野
県
）
で
猪
や
鹿
の
頭

を
神
前
に
供
え
収
穫
を
感
謝
し
て
き

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
前
田
町
の
獅
子
舞
は
「
龍
頭
獅

子
舞
」
で
す
。
そ
の
獅
子
の
お
の
お

の
は
「
１
人
立
三
頭
舞
」
で
、
獅
子

に
は
「
父
」「
母
」「
息
子
」
獅
子
が

あ
り
「
父
頭
」
と
「
息
子
頭
」
は
黒

漆
塗
り
、「
母
頭
」
は
朱
漆
塗
り
で
す
。

ま
た
、
父
と
息
子
に
は
角
が
２
本
、

母
に
は
角
が
一
本
つ
い
て
い
ま
す
。

他
に
、
ひ
ょ
っ
と
こ
１
人
、
お
か
め

１
人
、
笛
４
人
、
歌
唄
い
３
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
流
儀
は
「
日ひ

鋏
は
さ
み

流
」
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

毎
年
、
十
月
の
大
前
田
町
の
秋
祭

り
で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非

鑑
賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

獅
子
舞
保
存
会
会
長 

中
沢
徳
一 

電
話 

２
８
３-

６
７
０
６ 

             

 

（
上
野
実 

記
） 

大
前
田
町
獅
子
舞 

鼻
毛
石
町

八
幡
神
社
神
楽 
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地
区
伝
統
行
事
紹
介 

旧
宮
城
村
が
誕
生
し
て
今
年
で
130
年
、
15
年
前
宮
城
村
は
前

橋
市
と
な
り
ま
し
た
が
、
歴
史
あ
る
宮
城
地
区
に
は
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
習
慣
や
伝
統
行
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
今
回 

三
夜
沢
町
赤
城
神
社
と
鼻
毛
石
町
八
幡
神
社
の
神
楽
と
、
大
前
田

町
の
獅
子
舞
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

赤
城
神
社
神
楽 

 



                              

                           

                           

                           

                          


